kunimatsu san to kosaku san no mukashibanashi : nibutani biratori : hiramura kosaku san no minwa (3) by 田村 すず子
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hine,  て uwe  cikuni  ak0si ェ aye  Ⅰ ek,  cikunisempir  ta,  乙san  hine  近 nan 
akusu ， sonno@poka ， aynu@kasu@poro@aynu@aynu@ka@utarpake@iyemakasura 
kane@hine ， hoyupu@wa@arki ， os@kimun@kamuy ， @@aoskoni@p@kamuy@ ne 
5@ ikomarattone@p@kamuy@ne@ruwe@ne ， poronno@ki@ruwe@ne@yakka ， pakno 
poro@ kamuy@ anukar@ e amiskari@- ， nea aynu@kese@anpa@wa@kusu ， upas 
upun@ sinoye@ katu@ne@ aan@ hine ， kimun@ kamuy@ka@ sinki@ p  ne@kusu ， 
parunpe@ racici@hasa@ kane@ an wa ， koysurn@ ekupa@ kane@ wa ， nea@ ynu 
kese@ anpa@ ruwe@ ne  
io@ wa ， nitan@ka@aynu@akkari@nitanan@wa ， ipak o@nitan@pe@isam@kunak 
aramu‖wa ， ney「n‖ynu］e『a‘ne］itan〔atu ， kemaha《ir〔a｛sma〔atu 
anuk 斉 Irerampewteek  paknoouse  hopunl wa  (n)nltan  kur  e wa, n るa
kimun@kamuy@sink!@p@ne@ kusu ， koysum@taktak@ekupa@kane ・ hine@uke- 
sanpa@wa ， isam@kus@ hita ， emustasiro@ asitomusi@ wa ， ki  un@ kamuy 
15@ikoyki@ yak a@ne@tasiro@ani@ yaykamesuan@ranke@p ， ne w @asitomusi@a@p 
asikoetaye ， hin @ nea@ kimun@ kamuy@ atawki@ h @ ta@ kamuy@ renkayne 
pen Ⅰ ekuclae Ⅰ 迫rse Ⅰ e 正 u ⅣⅤ ene  
oro@ta@nea@kamuy@sirosma ， wa,@nea@aynu@ikohosipi,@inukar@hine ， 
  "@asikesanpare@kimun@kamuy@ne@wa ， sinuma hoski ， tumutuyan@ya 
20@ kimun@ kamuy@ hoski@ tumutuy@ya ， urametok@ uwantean@ kusu@ kimun 
kamuy@asikesanpare@ awa ，。 ikamesu@ ， sekor@itakan@ka@somo@ki@hi@ta ， 
asikesanpare1*@a@kamuy@erayke@siri@ne@wa@ne@yakun ， a yke@kusu@ne@" 
sekor@hawean@kor ， tasi o@etaytektek@hine ， ikocorawki   
hita ， 
  "@ukoyki@kusu@ne@p@ka@urayke@kusu@ne@p@ka@yaymotohoye@wa ， inan 
kotan@wa@apkas@kuni@p@nispa@ne@siri@ne@ya? 
asinuma@anakne@ Yupet@un@ aynu@ ane@ ¥va ， Ikuresuye@ s kor@are@ an 
pe@ne@wa ， ukipniwkes@puri@ne@kusu ， kimun@kamuy@ekese@anpa@kusu ， 
karnuy〉ekuci‖tuye―va‖rayke〉uwe］e‖wa ， ne『a‖n｝e（kopak〔usu 
so@ irayke@rusuy@siri@ne@hi@ne@ya? 
ney@ un@ nispa@ ene@ ruwe@ne@yakka ， eyaymotohoye@¥va ， ora@ (iayke 
l)  asikasenpare  と発音しているが ， asikesanpare  であ る  
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りをしました． 
そして，太い 木についと近づき ，ホの陰に立っていましたところ ，本当にま 
あ ，並の人間よりもずっと 大きな人で，それも ，いかにも位の 商そうな立派な 
風采の男が肌脱ぎになって ，走って来ます・その 後から，熊が ，   私もずい 
ぶんたくさんの 熊を獲りましたけれども ，これほど大きな 熊は，見たことがあ 
りませんでした  ，その男を追いかけますので ，それで 雪は こりが渦巻いて 
いたのでした・そして ，熊もくたびれたものですから ，舌をだらりとたらし ， 
口 を開けていて ，歯の間から 泡を出して，その 男を追いかけていました・ 
そして，足の 速さも私は並の 人間よりずっと 速くて， 私ほど足の速い 者は 
いないと 思 、 っていましたが ，どこの人間だか ，その足の速さは ，地に足がつく 
のが見えたのもわからないほど ，飛ぶように 走って，足の 速い人で，例の 熊は 
くたびれたものですから ，歯の間から 泡のかたまりを 出しています・そして 追
いかけ う こをして，私のそばを 通ったときに ，私はいつも ，太刀造りの 山刀を 
腰に差して，熊が 私にかかってきても ，その山刀でわが 身を守っているのです 
が ，その腰に差していた 刀を引き抜きました・そしてその 熊に切りつけたとき 
に ，神様のおかげで 首を切り落としました  
その場でその 熊は死にました・そして ，その男は私の 方に戻って来て ， 私を 
見て ， 
「 熊は 俺があ とを追いかけさせていたもので ， 俺が先に力尽きるか ， 熊が 
先に力尽きるか ，度胸くらべをするために ，熊にあ とを追いかけきせたのに ， 
F 助けてくれ コと 俺が言いもしないうちに ，俺があ とを追いかけきせていた 
熊を，お前が 殺したのなら ，お前を殺してやるぞ」 
と言いながら ，山刀を サツと 引き抜いて，私に 襲いかかって 来ました・ 
その時， 
「決闘しょうとする 者も，果し合いをしょうとする 者も， 自分の素性を 言
うので， どこの地方から 来て旅をしているお 方でしょう か・ 
私は湧別の者で ， イ クレスイ ニ という名の者です・ 助け合いの習慣により ， 
熊があ なたのあ とを追いかけていたから ，熊の首をはねて 殺したのですが ， 
そのことで私をとがめて 私を殺したいと 思っておられるのでしょう か P 
あ なたがどこのお 方であ っても，素性をお 明かしになってから ( 私を殺す 
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なら ) お 殺しになっても‥   コ
と ， 私は 言って，私の 太刀造りの山刀を 遠くにかざし 近くにかざして 舞いりな 
がら，危なかつたことの 見舞を言いましたところ ，彼はその山刀，腰に 差した 
ものをさやにおさめて ， こう言いました・ 
「私は， 厚岸 に住む者で，名前は ， カス ンテ という名で，私の 兄はシリコ 
ノ ト ウ という名で，父の 宝物を兄のシリコプト ゥ がとったために ，父は財宝 
を持っていましたから ， 私たちは互いに 相手にやりたくなくて ， 戦い合い， 
争奪戦をしているのです・ 
けれども，私は 山歩きをしていて ，山奥の神であ る熊にあ とを追わせたの 
で，熊が私を 追いかけて来ました・そして 私を追いかけて 来た熊をあ なたが 
殺してしまいましたが ，そうしたらあ なたは，評判に 聞く， イ クレスイ エ だ 
ったのです． 
私は ヵスンテ で，ここでは 力 くらべを相撲と 言いますので ，相撲をとって ， 
どっちが先に 力尽きて負けるか ，相撲をとってみましょう」 
と言いながら ，肌脱ぎになって ，それから私も 肌脱ぎになって ，相撲をとりま 
した． 
すると，なんてまあ カ が強いのでしょう・ 
私イ クレスイ ェ は ， 並の人間より 体が大きいのですから ，本当に力の 強い奴 
がいるもので ， あ や ぅく も う 少しで 働 きれそうになりましたが ， 「なんとかし 
て 」と思いましたから ，それからり っ そう力を入れて 相撲をとりました・する 
と，その 厚 岸から来た ヵス ンテ氏がこ う 言いました・ 
「勝負がつかない・ 私たちは同じくらいの 勇者だから， 勝負がつかないの 
だ @. 
それなら， 今 ，これから，これ 以上にない親友として 親しくつき合おう   
そして兄のシリコプト ウ がひとりじめにした 宝物を私が奪おうとするとき 
に，私に加勢して 戦ってくれ」 
と 言って ， 私たちはお互いにオンカ ミ をし合って，同意しました   
そして，私たちは 別れたのでした・ 
とイ クレスイ ヱ が話しました・ 
り 悪神を払うための ，男子の踏舞のやり 方． 





























































































り ほかの所でほ Atkes と発音していたが ，ここでは Akkes と発音している   
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それで，カス ンテ がこのように 言ったのですから ，その兄のシリコプト ヴ が 
ひとりじめにした 宝物のために 戦い合い，争奪戦をするのなら ，訪ねて行って 
みようと 思 、 いました．その イ クレスイ ヱ であ る私はそう思いましたから ，それ 
から 厚岸へ， 山を越えて行きました・ 私は足が速いので ， 1 日で 湧 別から 厚岸 
まで行きました・ 
そして，その 厚岸の ，シリコ ノ ト ウ の村に行きました・ 
そして，あ の カスンテ の家を教えられて ，そこに行きますと ，喜んで迎えて 
くれました・ 
「山奥で出会って 相撲をとって ，勝負がつかなかったけれど ，それがもとで 
仲良くなろうと 同意して，君が 来ると思って ，待っていたのだけれど ，来て 
くれてよかったなあ 」 
と 言いながら私を 歓迎してくれました  
私はその晩泊まりました・ するとちょうど 夜中に カスンテ が私を起こして ， 
こ う 言いました   
「私の兄のシリコプト ゥ が ， 私に宝物をとられたくないので ，家のまわり 
に 掘割を切った・そしてその 掘割を切ったところは ，橋があ って，その橋を 
通って人が覚へ 出て，また入ったらその 自分の後方のその 橋を引き寄せる・ 
そしてほかの 人は入ることができないようになっているのだ・その 掘割を切 
った場所に掘橋を 作って，そこでシリコプト ヴ の家へ君が入るか ，私が入る 
か相談して，今夜，シリコ ノ ト ウ の家に先祖の 宝物，父の財宝が 大切にしま 
ってあ るので，それを 奪わなければならないから ，起きて一緒に 来てくれ」 
と言いました・ 
それから，そのために 訪ねて来たのですから ， 私は 起きて，カス ンテ につい 
て行って，その 兄のシリコプト ゥ の家だという 場所へ行きました・するとその 
家のまわりに 割木の垣根がめぐらされていました・ 
そしてその割木の 垣根の外側に ， ( 掘 ) 掘割が切ってあ りました・そして 掘橘 
を作って， その橋を渡って 入るようになっているので ， その 掘橋 にするのに， 
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siran@pe@ ne@kusu,@ne@ porke@ ruyka@ne,@ u i@wa@ras@ ani@hine,@ ukoani' 
hine@payean@ruwe@ne@kusu ， ne ， porke@ruyka2*@ ta， nea@ ras@porke@ruyka 
ne@kar@hine,@ora@ene@hawean@hi, 
"@eani,@ikoahun@he@ki,@ikaoyoko@he@ki?@" 
B@ sekor@hawean@hi@ kusu ， "ikaoyokoan@"@sekor ， haweanan@yakun ， t ram- 
kor ， an@wa@haweanan@hi@ne@ sekor ， yaynu@ kuni ， aramu@ kusu ， 
"@ikoahun ， an@kusu@ ne@" 
sekor@ haweanan@ ruwe@ ne.@ akusu, 
"@hawe@ne@yakun@pirka@hawe@ne@(ya) ・ hayok@num@iki.@ apek sutur
10@ wano@apeetok@pakno@osisoun@wa@oharkisoun@wa ， hayok@num@ kir@op
kor”ike｛p〔or ， ay〔or”ike‖y〔or『a ， oka〉uwe］e〔usu ， ekama『a ， 
earpa@sopa@ta,@suwop@ik Ⅰ  an@ruwe@ne   
ikor@suwop@ikir@an@ruwe@ne@kusu ， e@suwop@ikir@noskike@ta ， inaw 
akotaktaku@ w @ an suwop@ or@ oma@p@ikor@ne@ruwe@ne@kusu ， ne@wa@an 
IB  suwop  ekor  wa  esoyne  yak  pirka  n   "
sekor@iye@p@ne@kusu ， ikoahunan@ruwe@ne   
tune,@ye@p@ koraci,@hayok@num@ikir@apekesutur@wano@apeetok@pakno 
osisoun@wa@oharkisoun@wa@hokushokus@kane@wa@mokor@wa@oka@ruwe@ne   
hine,@ inumpe@turasi@itakan ， ohark soun@ wa@inumpe@turasi@ aitaktura- 
20@sire@ osisoun@ wa@ inumpe@ aitakturasire,@ peetok@ ta,@ itak@ utomosma31 
ruwe ne ・ 
inonnoitak ， an@kor ， ne@hokushokus@kane@oka@hayok@utarpa@utar ， a ama  
hine ， akama@akama@kane@hine ， (s@ ，， ・ su)@sopa@ta@arpaan@ruwe@ne@akusu ， 
sonnno@poka,@@   or (ahu@ ， ・・ )@suwop,@suwop@ik@@   an ruwe@ne  
25@ ne@noskike@ta ， inaw@akotaktaku@suwop@an ・ ne@suwop@apunno ， aranke 
sika@ ta@aanu@ ranke@ aanu@ ranke@ ayne,@ ne@ noskike@ta@ an@ a@suwop@ auk 
hine@oraun ， suy@ene@an@a@hi@neno@kane@suwop@ikir@akar   
iyotta@iyos@no@aanu@suwop@ponno@humi@as@tek@akusu ， nea@Sirkometu 
anakne,@somo@mokor@no@an@pe@ne@aan@wa, 
l)  ukoa ㎡ an く 私たち二人で 持づた》となるべきところだが ， 3 人称形で言っている・ 次 
の行の kar も，おそらく akar パ 私たちは ) 作った》となるところであ ろう・ kar だと， 
カス ンテ がひとりで作ったことになる・ 
2)  テープ録音のままであ る・ 
り 語末の ma は発音きれていないが ， utomosma くぶっかり令か  
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家から割木を 持って，ふたりでかついで 行きましたから ，その 掘橋に ，その割 
木で 掘 橋を作って，それから カスンテ はこう言いました・ 
「君は ， 入って行くかい ，見張りをするかい 打 
と カスンテ が言いますので 私は， 「見張りをする」と 言ったら， 臆病でそう 言 
うのだと思われると 思 、いましたから ， 
「入って行く」 
と言いました・ 
「それならそれで 結構だ・武装した 人が木尻 座 1) から横座まで ， 右 座の方に 
も， 九 座の方にも，武装した 人がたくさん ，槍を持つものは 槍を持ち，矢を 
持つものは矢を 持って，寝ているから ，それをまたいで 行くと上座に ，箱 が 
たくさんあ る． 
宝物の人づた 箱 がたくさん積んであ るから，その 真ん中の， 木幣 がい つぱ 
いつげてあ る箱 に宝物が入っているから ，その箱 を持って出て 来てくれ」 
と私に言うので ，私は家の中に 入って行きました・ 
そして，彼の 言うとおり，武装した 人が木尻座から 横座まで， 右座の方にも， 
六座の方にもずらりと 並んで横になって 眠って v、 ました・ 
そして，炉縁にそ つて 言葉を言い， 左座 にも炉縁に沿って 下座から上座へと 
まじないの言葉を 言い，石庭にも 炉縁に沿って 下座から上座へとまじないの 言 
葉を言い，横座でまじないの 言葉がぶつかりました・ 
祈りながら， そのずらりと 並んで寝ている 武装した勇者たちをまたぎまし 
た・次々にまたいで ，上座まで行きますと ，果たして，宝物の 箱 ，箱 が山と積 
んであ りました． 
その真ん中に ，本格がいっぱいつけてあ る箱 があ りました・その 箱 を次々に 
静かにおろし 地面に置いていき ，しまいに真ん 中にあ った箱 をとって，それか 
らもとあ ったとおりに 箱 をもどして，箱 を山積みにしました・ 
一番あ とに置いた箱 がちょっと /h へ さな音を立てますと ， あ のシリコプト ゥ 
は， 眠らないでいたらしく ， 
1) 道南のアイヌの 家では，炉の 東側が家の奥で ，上座 ( 北海道東北部などで「横座」と 
いう ) であ り，反対側 ( 出入口 側 ) が下座 ( 同じく，「木尻 座つ ，炉の北側 ( 同 ，「 右座力 
は 主人夫婦の席で ， 壁 ぎわに は 宝物を飾り，炉の 南側 ( 同 ，「 左 座りは客の座となって 
いる． 
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"@heru@(paw)@pawci@ta@(humki)@humki@ya?@" 
sekor@hawean   
ora,@nea@(ho)@hokushokus@kane@mokor@wa@okay@pe ， aofka@wa@hoyupuan 
hine,@apa@or@ta@soynean   
s@ hine ， soy@ta@nea@porke@ruyka@kasi@akus@hine ， porke@imakak @aosiraye 
kor ， nea@Kasunte@porke@ruyka@Skoetaye ・ 
hine:@iyokakehe@humkosanpa ・ ikese@anpa@hi@ta ， e@porke@ruyka@or@ta 
tomotuye@eaykappa@p@ne@kusu ， oro ta@nea@hayok@num@ikir ， uka ta@ter- 
kepa@ruwe@ne   
10@ hine,@ nea@ ikor,@ nea@ suwop@ Kasunte@ ispa@ akore@ (hine)@ akusu,@ ene 
hawean”i, 
"@asinuma@anakne@ .@ .@ .1) 
，，， porke@ruyka@ sikoetaye ・ hin @ nea@suwop@ Kasunte@ ispa@ akoturiri ， 
yayrenka@ne@teksaykare   
is@ ora@ene@hawean@hi, 
"@Ikuresuye@ene@wa ， pak o@iyepuriwen@siri@ne@wa@ne@yakun ， akkari 
ean@wa@ne@yak,@aeyam@kusu,@tane@tanukuran@ehosipi@yak@pirka@na@" 
sekor ， Kasunte@nispa@iye@wa ， n ni@Kasunte@nispa@unihi@ta@hosipian@wa 
sipinean@hine ， ku ne@ankes@ne@wa ， ne@yakka@aeramus@pe@iwor@ne@kusu ， 
20@akor@Yupar21@un@hosipi   n@ruwe@ne ・ kusu,@aeysoytak ・ 
sekor ， Ikuresuye@hawean@kor@onne@ruwe@ne   
1)  ここでテ - プが終わってしまった．次のテープの 冒頭で ， 前の最後の部分を 繰り返 
している． 
2)  Y 血pet く 漢月 ル の言いまちがいであ ろう   
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「ただでこんな 音がするだろうかも 
と言いました・ 
それから，私たちはそのずらりと 並んで横になって 眠っているやつをまたい 
で，走って戸口のところへ 出ました・ 
そして，外のあ の 掘 橋の上を通って ，掘割の向こうに 渡ったとき，あ の カス 
ンテ が 掘橘 を引っぱりました・ 
そして，私の 後ろで ドッと 昔がしました・ 彼らが私を追いかけたときに ，そ 
の 掘橋 のところで渡ることができなくて ，そこにその 武装した人が 次々に折り 
重なって落ちたのです 1), 
そして，その 宝物，その箱 を カス ンテ氏に渡しますと ，彼はこう言いました  
「私は    
‥・ 掘橋 を引っぱりました・そして ，その箱 を カス ンテ氏に差し 出しました・ 
彼は喜んで サッと 取りました・ 
それから， こ う 言いました・ 
「 イ クレスイェ君， あ なたは， これほど私に 加勢してくれたのだから ， こ 
れ以上ここにいては 心配だから，今夜すぐ 帰ってくれ」 
と ，カスンテ氏が 私に言うので ，すぐ，カスンテ 氏の家に戻って ，身支度をし 
ました・そして 夜明け方になって ，でも山には 慣れていますから ，我が故郷の 
夕張 2) に帰りました・ですからお 話ししました・ 
と， イ クレスイ ェ が言いながら ，年老いて死にました・ 
l)  terkepa は，文字どおりには ぺ 彼らは ) 跳んだ》   
2) 「 湧別 」のほ ず ． p. 80 の注 2 を参照  
一 81 一 
